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中心市街地活性化対策事業

　今年度は前年度調査研究した連携事業の構築構想を踏まえ、実現可能性

のある将来像の策定を行う．「商店街賑わい連携イベント事業」を商店街統

一ＣＩ化も念頭において検討実施する．

　○実施事業

　　・今後の旧甲州街道の活性化策の検討（ソフトとハード）

　　・商店会等とその周辺の将来像づくり

　　・京王線地下化に伴う鉄道敷地と旧甲州街道の一体化に向けた計画づくり

　

ものづくりアイデアコンテスト事業

　新製品開発や経営革新を積極的に試みる中小製造業者は多い．しかし、

限られた人的資源の中で専門の製品開発部門を置くことは難しく、具体的

な新製品の開発に携わることが、なかなか困難な状況にある．

　そこで、一般市民から広くものづくりに関する

アイデアを募集、その製品化を図りひいては市内

工業振興に寄与する．

　○昨年実績　　応募総数 44 点

　　・賞の内容　  最優秀賞　タートルネックセーターアイデアハンガー

　　・優 秀 賞　　カートリッジ式先回りカゴ、機能鋏、温冷堅砂枕

　 　　　　　　　 電車エチケット傘カバー、ラクラクまな板

小学生起業家体験研修事業

　ビジネスの面白さを実体験することで、将来の自分の一つの夢として創

業を認識し、ビジネスの持つ社会的意義を学ぶことで経済活動全般に少し

でも興味を持ち、また、決められた時間の中で自分の考えをまとめていく

作業を行うことで自分の意見を言い、他者の発言を聞く等のコミュニケー

ションのあり方を学ぶことを目的とする。

　○事業内容

　　・事前研修　ビジネスの講義

　　・実体験・感想交流会

　　・グループ交流会、全体発表ほか

　○対 象 者　　市内小学校５・６年生

シナジースキーム事業

ビジネスサポートサービス事業

　調布市は、新規創業を上回る転廃業や地域外への転出が顕著で、そのた

め地域産業振興の縮小、事業所数減少がみられ、工業（産業）振興が特に

叫ばれている．

　一方市内には電気関係の有力ベンダー企業や大学があり、近年新たな手

法として脚光を浴びている産学公連携により、あらた

なビジネスチャンスづくりをするため事業展開する．

今回シナジースキーム事業としてよりコラボレート

しやすくするためのマッチング構築が必要である．

　○委員会等の設置と構成

　○ 18 年度は計画策定、19 年度から 21 年度は計画実施．

　企業経営に係わる指導経験者を臨時の「巡回相談員」として外部より雇

用し、市内事業所に対する巡回を主体とした相談指導体制を整備し、既設

の経営指導員との連携のもと事業推進する．

○実施方法

　・巡回相談員は第１次的な各種商工振興施策の周知・PR 及び相談指導を

　　行う．

　・経営指導員は第１次の訪問先をフォローし、

       より高度な相談指導を行う。

　・地区毎に巡回相談員及び経営指導員を配置する

○巡回　　延べ 3800 事業所（計画）

建設関連受注開拓促進事業

　建設業を取り巻く環境は過当競争・利益の圧縮等が顕著．一方地域密着

型の受発注取引が少しずつではあるが浸透してきている．

　そこで、市内公共施設等の小規模修繕等の受発注取引を推進していくこ

とを通じて、市内中小建設業の振興と発展を目指す．

　　　　　　　　　　　○実施内容

　　　　　　　　　　　　・受注開拓促進事業推進委員会の設置

　　　　　　　　　　　　・市内各種イベント等への参加、広報 ･PR 活動

　　　　　　　　　　　　　の実施、街頭キャンペーンの実施

　　　　　　　　　　　　・HP へのアクセスの増加による発注 ( 予定 ) 者

　　　　　　　　　　　　　の掘り起こしを行う．

創業人材育成事業 (創業塾 )

　小規模事業者を取り巻く経営環境は厳しく、事業者の廃業率が開業率を上

回るという逆転現象が起こるなど産業の活力低下が懸念され、地域経済の安

定的発展及び地域雇用機会の確保が急務．このような経済環境の変化に積極

的に対応しようとする創業予定者等に対し、ソフト面における支援事業を実

施し、新規開業の促進・地域雇用機会の創出等を図ることによって、地域経

済の活性化を図る．

　○対象　・創業者　２日間

　　　　　・若手経営者（創業して間

                     もない企業など）２日間

　○開催　　土曜・日曜を予定

　消費低迷や市外流出、大型店の出店などにより市内商業環境は厳しい状

況が続いている、また、京王線地下化事業により南北間の交通や地域環境

が激変すると思われる。このような状況下では、商店街、街づくりの真の

　　　　　　　　　　　　　リーダーとなる人材を育成していくことが求

　　　　　　　　　　　　　められる．そこで、将来の商店街、街づくり

　　　　　　　　　　　　　等を牽引するリーダー育成するための事業展

　　　　　　　　　　　　　開する．

　　　　　　　　　　　○実施内容

　　　　　　　　　　　　　・実践的！商店街・街づくりリーダーシップ

　　　　　　　　　　　　　　向上セミナーの開催

商店街人材育成事業

（注）記載した計画は主なものの概要であり、詳細については関係委員会 ･ 部会等で検討し事業実施いたします．

（計画）
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